





















































法である順編成ファイルのレコードの例を図 2.1 に示す。 
 
フィールド 1 フィールド 2 フィールド 3 フィールド 4 













のテーブル（表）の例を図 2.2 に示す。 
 
             フィールド（列、カラム）   レコード（行、ロー） 
 
会員コード 氏名 住所 電話番号 
A1 平成太郎 福山市 0840000000 
A2 福山花子 福山市 0840000000 
A3 広島次郎 広島市 0820000000 
 


































境もそれに基づいており、実際の開発には、MS Windows 7 Professional が動作し、Service 










ラミング言語を C++言語という。C 言語と C++言語は、現在最も普及しているプログラミ
佐藤 真司 
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ング言語の一つである。 
 プログラミングに用いる C/C++ コンパイラには、Embarcadero Technologies 社が提供す

































頭から順に会員番号（7 桁）、氏名（20 桁）、電話番号（11 桁）のフィールドを持つ。 




























図 4.2 更新ファイルのレコードの形式 
 
 更新ファイルのレコードは、1 件分の更新データ（43 桁）からなり、先頭から順に処理
コード（2 桁）、レコード番号（3 桁）、会員番号（7 桁）、氏名（20 桁）、電話番号（11 桁）
のフィールドを持つ。ただし、処理によっては不要となるフィールドがあり、その場合は
ダミーデータとして何も指定せずに空欄とする。各処理を単純化するため、1 つの更新フ






























































































番号（3 桁）を格納する。残りの 38 桁はダミーデータとして、何も指定せずに空欄とする。























会員を指定するための会員番号（7 桁）を格納する。残りの 31 桁はダミーデータとして、
何も指定せずに空欄とする。この処理を実行するための更新ファイルに含まれるレコード










































図 4.8 更新ファイルのレコード（削除処理、複数のレコード） 
 













の会員データを会員番号（7 桁）、氏名（20 桁）、電話番号（11 桁）の順に格納する。この























































































 1 - N1:新規作成・全削除 
 2 - A1:追加 
 3 - I1:挿入 
 4 - D1:削除（１レコードを指定） 
 5 - D2:削除（会員番号を指定） 
 6 - D3:削除（複数のレコード） 
 7 - M1:修正・置換 
 8 - L1:一覧表示 
 9 - P1:一覧印刷 
 0 - E1:終了 
番号を指定して処理を選択してください。 
 




























































入処理を実行する前の会員マスターファイルの内容を図 6.3 に、実行した後の内容を図 6.4
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図 6.1 コマンドライン形式のプログラムの実行（挿入処理の場合） 
 
I1 003 A000005 尾道みゆき.......... 0848000000. 
図 6.2 更新ファイルの内容（挿入処理） 
 
レコード 1. A000001 平成太郎............ 0840000000. 
レコード 2. A000002 福山花子 0840000000. 
レコード 3. B000011 広島次郎 0820000000. 
図 6.3 会員マスターファイルの内容（挿入処理の実行前） 
 
レコード 1. A000001 平成太郎............ 0840000000. 
レコード 2. A000002 福山花子 0840000000 
レコード 3. A000005 尾道みゆき 0848000000 
レコード 4. B000011 広島次郎 0820000000 
図 6.4 会員マスターファイルの内容（挿入処理の実行後） 
 
6.2 メニュー形式のプログラム 
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Development of Model Teaching Materials to Support 
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Abstract: The purpose of this paper is to develop model teaching materials for 
learning file processing and database. These developments were made using widely 
popular C languages. Further, the author explained the outline and evaluation of these 
teaching materials. 
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